


































































































































































契約年 姓名 髄 続柄 立字人 銀主 *ii類 理由 年限 身価
成豊10年
(1860） 酪烏茶
1２ 養子 酪沙 胡汪 買断 lkI家賃日食雛度 銀十大貝
１両I治4年



























(同上） 賎 因i5jir欠銀雨 ８ 銀-1-捌大貝
光緒21年
























































































































































二月初二日 福徳爺千秋 官音 銀六元 銀十二元
十九日 仏祖千秋 ２K二角五分
六月十五日 戯官爺聖誕 ']､梨園 銀二元 銀1,元









九月初九日 九泉大帝聖挺 官音 銀七元 銀十一元
十九日 仏祖千秋 銀二角半














































劇種 台北リ 新竹 台中州 台爾 高雄)Ⅱ 花jlf港鱒 樹湖魔 合計
乱弾（北管） 1,828 （Ｃ Ｏ】岸、 567 1427 802 0 ０ 5,150 
布袋戯＊ ２００ 600 279 1465 434 0 ０ 2,978 
四棚 ８５５ 440 200 250 480 0 ０ 2,225 
白字戯（七子班） ７４３ 0 180 500 0 0 376 1,799 
歌仔戯 335 380 0 459 474 6５ ６７ 1,780 
九甲 0 0 0 1１５５ 2４ 0 0 1,179 
その他 422 240 340 827 375 0 ０ 2,204 
合計 4,383 2,186 1,566 60083 2,589 6５ 443 17,315 
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化を実現した台湾の人々は、いま台湾人としてアイデンティティーを求めて郷
土文化の保存と継承に取り組んでいる。七子班についても日本統治時代の台湾
演劇に関する本格的な研究が進み、また大陸側の資料が紹介されるなどその実
態が少しずつ明らかになりつつある。とはいえ、いまだ空白の部分も少なくな
い。とくに残念なのは台湾には七子班関係者の伝記や資料がほとんどないこと
である。幼くして親元を離れ、厳しい修行を積んで役者となった彼らは当時、
何を考え、また、その後どんな人生を歩んだのであろうか。願わくは、彼ら自
身にその人生を語ってほしい。そうすることにより七子班の実像を等身大のま
ま捉え直すことができると考えるからである。
【注】
(1)郁永河「稗海紀遊」（「中國方志叢書・憂湾地厘46」所収，情・康煕37年
（1698）） 
（２）邸坤良「醤劇與新劇……日治時期蕊i驚戯劇之研究（一八九五～一九四五）」（自立晩
報社文化出版部，1992）（pl41）
（３）これらの用語は以下の文献に見られる。但し、「白字」「白字戯」は、口語（白字）
を用いる他の演劇、また「鬮仔戯」は子供（田仔）が演じる他の演劇を指す場合もあ
る。
風山堂「俳優と演劇」（「憂湾慣習記事」第１巻第３號所収1901）（p28）
少年劇は九甲戯と白字戯仔にして共に南管llilに畷す。
何丁丑塵澱の劇に就いて」（「蔓i鱒教育雑誌」133號所収1913年５月）（p60）
俳優の減ずるものには、白字、九家、四坪及び燕箪（乱弾のこと－引用者）の四
極がある。白字は一君（名？－引用者）小梨園とも云ふ。
片岡巌睡湾風俗誌」（蔓湾日日新報社，1921）（p205）
刷子戯とは男小兒の演ずる劇にして音樂は南管を用ふ゜
武内貞義「憂潤」（増補版）（蔓i廟Ｉ行曾，1929）（p1121）
白字は童子戯に属し俗劇で歌詞も褒詞も土語を用ひる。普通一班七名で十歳前後の少
年が……巡業開演をするｃ
演田秀三郎「蕊織嵐劇の現状」（丹青普房，1943）（pp48-49）
戯仔：小梨園、七子班、七脚仔とも穂し十二歳乃至十七、八歳の少年達によって組織
された劇圏を詔ひ･･･…
杵淵義房膣湾社會事業四（徳友會，1940）（pp674-675）
白字戯は、児童戯の意で、普通四箇月位の教習を受けた十歳前後の少年少女力蕊懸語
を以て減ずるものである。就中少年のみで槙ずるものを国仔戯といひ、少女のみで減
ずるものを査某戯（少女戯）と稗し、其の一班は大概七人位を以て組織する。
（４）呉捷秋「梨園戯藝術史論」（財団法人施合鄭民俗文ｲ陛金会「民俗曲蕊叢書」成文出
版社所収1994）（上'１１１，ｐ88）
（５）『憂湾社會事業BEj（p665）
杵淵は買断にも契約期限があるとしているが、証文にはそれが記されていない。
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｢蔓湾社曾事業史」（p665）
膣湾社會事業史」(1).666)原文は次のとお')。
立韓賓男兒身字人酪沙，蕊因前年有自己圃過林''1章蟆蛉男兒一身，名叫
烏杢，年登十三歳，行庚己酉年二月初一日建生。今'１１家貧日食難度，無奈，
願將此蟆蛤男兒軸薗，托媒引就向與本城胡汪官出首承問，當日同媒三面言定
時歳値身償佛銀拾大元j［；銀經即日同媒交收足紘．ｉｉｉ鰹子随將交付胡汪直前
去教篇，改名換姓，撫養成人，作為七子之班，任従四方滅唱,亦不得異言滋
事。（尚有不虞，乃係造化，亦無司難○保此螺子係是沙自己蟆置，與叔兄、弟
姪人等無干，亦無拐１W來歴交加不明等情，如有不lﾘ１，該沙出首一力抵jiii,不
干銀主之事。ルヒ係家貧難度，惰願懸媒輔費，雨無迫勒Ｉ間弊，恐ｕ無職，立縛
費鎮子身字一紙，並辮上手簡字二紙，共三紙，付執為燗｡
（６） 
(７） 
批明：即'三llnI媒沙親收過蝿iii蟆子宇内IWIfN拾大元正疋詑，再招。
代筆人輔青泉
為媒保人呉國蝿
立鯏資男兒身字人酪沙
成豊十年三月日
（８）「あわせて三通」とは、以前の証文二通、すなわち、烏奎の実家の親が林Ifl章に間断
する際に提出した一通と林'１１章力酪沙に転売する際に提uＩした一通、及び今回、酪沙が
胡汪へ再転売する際のｉｉｉ[文一通である。以前の証文を提Lljする理由は二つ考えられる。
一つは、買断される子供の来歴を明らかにするため。もう一つは、買断された養子はAj1
則的には自由に職売できるが、まれに実家の同意が必製な場合もあI〕（「蕊i鱗'二街Jjl業
史」ｐ587）、時には俳優にしてはならないという条件もあった（同書ｐ580）ことか
ら、その点を証文によって確認するため。通常の転売であｵしば実家の買断証文一通とあ
わせて二通で事が足Ｉ)ろのであるが、今回の場合はiIFil遍売であるから、あわせて三通を
提出するのである。
（９）「憂湾社會事業史」（１）668）原文は次のとおりｃ
立賎字人裟鴎観、蕊牛港叔姪，祖居障州府禅浦縣，因祖父移居鴫I鴉iMi，
並無生逼鰯路，與胞叔蟻相識，將同弟蕊蝋婦仔，年中十三歳，生於八月十三
日甲時建生；此姻liii}仔係是同叔察察観抱養之子，因家中欠乏銀用，將螂ii}仔
賎與胡蓮観、胡菊親兄弟為七子班，面限六年為滿，三面言約毎年身金銀三大貝
正ｃ銀即日同'１１交足，嶋婦仔總菊、蓮兄弟教管。並無交加不明；如有不明鰈
情，牛港支描，不二｢膜正之輿口恐無想，立H鍵字一紙，付執為堪
批明：閏八月察牛港先去佛銀四大貝。
同治元年八月二十八日
代筆
為中知見
立賎字人
林義飢
黄ii9l観
察牛港
(10）杵淵は「＃mi1婦仔」を幼女（蔵養蝿）としているが、ここでは丘陶I良「現代社街的氏Iｲト
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曲蕊」（遠流出版，1983）（p､145）に従い察牛港の弟の名と解釈した。
(l]）「嚢溝の劇に就いて」(1)60）
(１２）「憂剛（Pll21）
(13）「梨園戯蕊術史論」（下l(1)，pp423-427）
(14）連横「憂溝通史」上巻、巻２３風俗志、演劇（「中國方志叢書・憂湾地逼63」所
収1920）（p692）
(15）「豊潤演劇の現状」（p､49）、許丙丁「憂南地方戯劇(二)」（台南市文献委員會「憂
南文化’第4巻第３期所収1955禦月）（p､17）
(16）朱景英「海東札記」巻三、記氣習（「中闘うI誌ji1i番・蕊i灘地歴50ｊ所収乾隆38年
（1773））（p28）原文は次のとおり。
七月中元（中略）開場減劇，小伶流1W(所及，名日「目箭」，人必争之，
揮拳蜷命，亦所時有。
(17）「俳優と演劇」（pp､29-30）
なお、この「目箭」は大陸本土の福建でも盛んだったらしく、施鴻保が成豐八年
（1858)に刊行した「闘雑汕巻七「撲翠雀」にも次のようなii跡が見られるｃ
下府七子班，其旦在場上故以眼斜睨所識，調之撲翠雀，亦曰放目箭，日
飛眼來。其所識，甫一見，急提衣衿作兜物欣，蹴而承之，遅則為妾人接去，
彼此互争，有至斗殿渉訟者，僅俗之可笑如此。道光WI午，昌黎魏麗泉元娘撫
閏，曾嚴禁之。近來禅、泉各層，此風復熾突。
(18）「憂潤省通誌」巻六、學蕊志蕊術篇、第一章戯劇（蕊潤省文Mi(委員倉，1971）
（Pp3-4）原文は次のとおり。
民國十二、三年，箪者曾在｣蟻iIil，目撃此戯，彩旦登場，施朱塗粉，頭滿
珠飾，年錐僅十二、三歳，但是歌喉椀鱒，嬢態迷人，而時向憂下観者横送秋
波，而以中指梛之，是認「落科止而毎有「落科」，蕊下則嘩然而動，喧擾
不止。其為聲色所迷，争致金物者，俗稲「戯猪」。（中略）因此常引起供
門，故自清末以来鰯[jmI窺街。
(19）「憂溝社會事業史」（p665）
(２０）「醤劇與新劇～日治噸lll蕊iHf戯劇之研究（一八ﾌﾞL五～一九四五）」には香山小錦雲班
の王包（pl44）と金宝:興班の徐祥（p150）の例力挙げられている。
(21）「梨園戯蕊術史論」（下冊，ｐｐ､481-549）には七子班の役者5名の生涯がiW3介されてい
る。
(22）臨時憂湾欝慣調査會第一部調査第三回報告書「蕊潤私法」附録参考書、第二巻上
（1910）（pp239-244）及び鈴木靖「南管・北管」（月刊「しにか」大修館書店，
19988）（ｐ59） 
(23）呂訴上歴湾電影lliXliiﾘ111」（銀華出版部，1961）(1)｣８１）
(24）台湾総督府文教局社会課編「蕊澱に於ける支那演劇及姦溝演劇調」（1927）（ppl‐
１３） 
(25）「各州魔別演劇一遼表」のiljの台北州・新世界男女班と新竹川・郡興社の「改良白字
llilt」、新竹州・永楽軒の「広東白字ljiIi」、台南州・和声班の「大白字」は「その他」と
して分類した。
(26）「憂南地方llifHil(二)」（pl7）
(27）「藩劇與新劇～日治|噸Ｕｊ憂潤ｌｌｉＲ)(Ｉﾘ之研究（一八九J'一・九四五）」（pp・'44-145）
(28）黄美英「訪i漸管lif大師李祥石」（「民俗ＩＨＩ蟹」３－２０所Ｉ)(，1982）（p44）
(29）同上
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